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要旨：2019年3月～2020年2月に月1回，山梨大学甲府西キャンパスに程近い相川の竜雲

橋から相川橋までの517m区間の河床から土手までの範囲で，大型藻および水生・湿生・

陸生植物の野外観察と採集を行った。また，多項目計を用いて4つの環境要因を約100m
離れた6地点で毎月測定した。相川から大型藻14種，水生植物（抽水植物）9種，湿生草

本11種，湿生木本6種，陸生草本146種，陸生木本58種の計244種が確認された。外来種

は127種であり，確認種の52％を占めた。環境要因は顕著な季節変化を示し，特定の月

では地点間で差異が見られ，水温は7.8 ～ 25.0℃，電気伝導率（25℃補正値）は120.2～
342.6µS/cm，塩分は0.06 ～ 0.16 PSU，濁度は0.42 ～ 11.74 FNUの範囲にあった。

Ⅰ　緒言

　青い水の惑星である地球には，総量として約13.8億km3の水が存在すると推定されているが，そこ

に占める河川や淡水湖の水（126,150km3）の割合は約0.01％に過ぎず（榧根 1967），河川や湖沼など

の淡水域は地球上の表面積の僅か0.8％を占めるに過ぎないという（Dudgeon et al. 2006）。しかしな

がら，河川や湖沼などの淡水域では生物多様性が非常に高いことが知られており（eg. Dudgeon et al. 
2006，高村 2016），日本に生育する維管束植物は9680種（分類群）にも及ぶが（山ノ内ら 2019），河

川水辺の国勢調査によると5744種（分類群）の維管束植物が河川域に生育すると報告されている（国

土交通省 2021）。
　一方，河川では増水や流水による浸食・運搬・堆積作用などの攪乱が頻繁に生じ，地形が絶えず変

化して常に植被率の低い攪乱地が生じており（奥田・佐々木 1996），その様な場所には外来植物が侵

入する機会が多いことが問題視されている（鷲谷・矢原 1996，清水 2003）。実際に令和2年度の河川

水辺の国勢調査では，確認された水生・湿生・陸生植物1990種のうち493種，約25％が外来種であっ

たことも示されている（国土交通省 2020）。
　山梨県内には，国中地方に富士川水系，郡内地方東部に相模川水系，郡内地方北部に多摩川水系の

3つの大きな水系があり，一級河川数と河川延長は富士川水系では最大の504本と1,665.6km，相模川

水系では87本と365.8km，多摩川水系では10本と43.9kmの計601本と2,075.4kmと報告されている（山

梨県 2019）。しかしながら，山梨県内の河川域に生育する植物については，いくつかの資料が存在す
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るものの（吉野 1969，植松1981，砂田ら 1999，三瓶ら 2003，清水ら 2007，東海旅客鉄道株式会社 
2014a，b，小川・田中 2019，国土交通省 2014），大型藻類に関する情報はほとんどなく，水生植物や

湿生植物に言及した資料も乏しいのが現状である。

　前報では甲府市北部を流れる相川で夏季に上積翠寺の要害温泉入口付近から荒川橋付近までの約

7km に7定線を設定して広域調査を行い，大型藻および水生・湿生・陸生植物の分布状況を報告した

（芹澤ら 2021）。しかし，植物相を正確に把握するためには，種同定の決め手になる花や実といった生

殖器官をつける時期に調査を行う必要があり，種により成熟時期は異なるため，多大な労力を伴う周

年調査を行う必要がある。そこで，今回は前報で種数の最も多かった定線において1年間毎月観察を

行った結果を報告する。

Ⅱ　方法

　予備調査で特に多くの植物が確認された相川の竜雲橋から相川橋までの517m区間で，2019年3月
～ 2020年2月に毎月1回，胴付長靴を着用した踏査を行い，目視による大型藻と水生，湿生，陸生植

物の観察と徒手採集および生態写真の撮影を行った（Fig. 4j, k, Fig. 6c-g）。調査日は3月22日，4月23
日，5月23日，6月17日，7月19日，8月12日，9月27日，10月21日，11月12日，12月6日，2020年
1月14日，2月18日である。

　採集したサンプルは研究室に持ち帰り，種

の同定を行った後，大型の植物は標本台紙に

載せて標本写真を撮影し，押し葉標本とし

た。押し葉標本は約1か月間送風乾燥機で乾

燥させた後，乾燥標本写真を撮影し，ラベ

ルを付けて研究室の標本庫に収蔵・保管し

た。微細な糸状藻などはプレパラートを作成

し，生物顕微鏡で検鏡して種の同定と顕微鏡

写真を撮影後，ホルマリン入りの水飴で封入

し，プレパラート標本として研究室の標本庫

に収蔵・保管した。種の同定は「日本淡水

藻図鑑」（廣瀬・山岸 1977），「日本の水草」

（角野 2014），「花と葉で見わける野草」（近

田 2010），「葉で見わける樹木（増補改訂版）」
（林 2010），「日本帰化植物写真図鑑1，2巻」

（清水ら 2011，植村ら 2015），「帰化＆外来

植物 見分け方マニュアル 950種」（森 2020），
「フィールド版日本の野生植物Ⅰ，Ⅱ（改訂

新版）」（大橋ら 2021a，b）や，スマートフォ

ン用アプリ picture this，「三河の植物観察」

（https://mikawanoyasou.org/index.shtml），「松

江の花図鑑」（https://matsue-hana.com/）など

のインターネット情報を閲覧して行った。な

お，本研究では亜種，変種，品種などや，大

型藻で種の同定が困難であった sp.や spp.も
種としてカウントした。

Fig. 1. Map showing the study site in Aikawa River, Kofu City, 
Yamanashi Prefecture. Circled numbers indicate environ-
mental measurement points.
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　本研究で確認された維管束植物については，水生・湿生植物を「日本産水生・湿生植物チェックリ

スト」（首藤ら 2019）および「日本の水草」（角野 2014）により区分し ,どちらにも当てはまらない

ものを陸生植物とした。また，木本を茎部が多年生で木質化し，肥大成長するものとして，草本と区

分したが，笹竹類や椰子類など茎部が肥大成長しないものも便宜上，木本として扱った。維管束植

物の和名と学名およびTable 1の並び順は「BG Plants 和名－学名インデックス（YList）」（米倉・梶田

2003-）に従った。また，「フィールド版日本の野生植物Ⅰ，Ⅱ（改訂新版）」や「三河の植物観察」

の他インターネット情報を確認した上で，外来起源である可能性を排除できなかったため，YListで
「帰」，「帰?」，「栽」，「外」と記述されている種は，日本で作られた栽培種であるソメイヨシノを除い

た全てを，外来種として判別した。

　また，毎月の調査時に環境要因として，定期調査区間における約100ｍ毎の計6地点（Fig.1）で携

帯型多項目水質計（YSI ProDSS -マルチ水

質センサー）を使用して水温，電気伝導率

（EC，25℃補正値），塩分，濁度を測定した

（Fig.6g）。

Ⅲ　結果と考察 

　調査期間中の水温，EC，塩分，濁度をFig.2
に示す。月に一度 6地点で測定した水温は

7.8℃（1月，地点①）～25.0℃（8月，地点⑥），

平均16.8℃，ECは120.2 µS/cm（9月，地点①）

～342.6 µS/cm（7 月，地点①），平均 231.9 
µS/cm，塩分は0.06 PSU（9月，地点①）～0.16 
PSU（7月，地点④と⑤），平均0.11 PSU，濁

度は0.42 FNU（12月，地点②）～11.74 FNU（6
月，地点①），平均4.02 FNUであった。水温

は6月を除き，測定を開始した 3月から8月
に向けて上昇，その後下降し，1～2月が最も

低く，ほぼ横這い状態であった。6月までは

測定地点が下流になる程水温が低くなる傾向

がわずかに見られたが，最も下流側の地点⑥

の水温は他の地点と比べ，最も低い月といく

つかの地点より高い月が見られた。7月以降

は地点による水温差はほとんど見られなかっ

た。ECと塩分は概ね同様の変化を示し，5～
6月と10月に低い傾向が見られた。最も上流

側の地点①は9月にECと塩分の値が最も低

かった。濁度は晩秋から晩冬にかけて低い傾

向が見られた。3～5月の濁度は地点による違

いが比較的大きく，6月以降は小さかった。

以上の様に，今回測定した4つの環境要因は

時期により値が大きく変化し，地点によって

も値が若干異なることがあった。本調査区間

Fig. 2.	 Annual changes of the environmental factors, such as 
water temperature, electric conductivity (EC, corrected to 
25°C), salinity, and turbidity at the 6 measurement points of 
Aikawa River.
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は全長517mと短いが，流れ込みなどにより水質が局所的に変化している可能性があり，地点①で4項
目の最低値または最大値を示すことが多かったのは，流れ込みが2箇所以上ある影響と考えられた。

　調査期間中に相川で確認された大型藻および水生・湿生・陸生植物の種のリストをTable 1に示す。

相川から大型藻14種（Fig.3, 4a-i），水生植物（抽水植物）9種（Fig.5，6a，b），湿生草本11種，湿生

木本6種，陸生草本146種，陸生木本58種の計244種を確認することができた。このうち，日本国外

に起源を持つと考えられる外来種は127種，環境省（2021）で特定外来生物に指定されている種が3
種（オオカワヂシャ，オオキンケイギク，アレチウリ），在来種は117種であった。したがって，総確

認種に占める外来種の割合は52％を超えていることが判明した。一般に攪乱が頻繁に生じる河川域で

は，多くの外来植物が侵入・定着していることが知られているが（e.g. 宮脇・鷲谷 2004），相川もそ

の例外ではないことが明らかとなった。

　2019年7月に行った相川の7km内の7区間での広域調査では，179 種の大型藻と維管束植物が確認

され，このうちの75 種（約42%）が外来種であったことが報告されている（芹澤ら 2021）。今回の報

告では外来種の判定基準を前報の「外来種ハンドブック」（日本生態学会 2002）や日本の帰化植物（清

水 2003）などの掲載種からYListへと変更している。それは，今回周年調査を行った区間には一部，

河川敷を不法に占拠し，家庭菜園や花壇として利用している痕跡があり，庭先などに人為的に植えら

れている栽培（品）種も多く確認されたにも関わらず，明らかに外来種である栽培種が，上述の文献

に掲載されていなかったためである。しかし，YLisitに「帰」と記述されている種のいくつかについ

ては，弥生時代などに渡来した史前帰化植物を含んでおり，本研究では外来種を過大に評価している

可能性がある。

　相川の広域調査（芹澤ら2021）で確認された沈水植物1種（エビモ），浮遊植物2種（コウキクサ属

sp.とホテイアオイ），抽水植物1種（ヤナギタデ），湿生草本3種（スゲ属 sp.，ヌマガヤツリ，ミソハ

ギ），湿生木本3種（ケヤキ，マルバヤナギ，マルバウツギ），陸生草本18種（ヒメドコロ，ヒメヒオ

ウギズイセン，エナシヒゴクサ，クサノオウ，イラクサ，ヒメフウロ，マメグンバイナズナ，ママコ

ノシリヌグイ，シロザ，ガガイモ，ヒレハリソウ，ビロードモウズイカ，カキドオシ，ダキバアレチ

ハナガサ，ヨメナ，ハルジャギク，ミツバ，ヤブジラミ），陸生木本7種（クロマツ，ヒノキ，フサザ

クラ，ハリエンジュ，モモ，イタヤカエデ，トウネズミモチ）の計35種が，本調査では確認されな

かった。同じ河川の7kmという範囲内でさえ環境が異なり，生育種も違ってくるため（芹澤ら2021），
当然ながら狭い範囲を周年調査しても広域調査で確認できた種全てを見つけることはできないことが

判明した。一方で，今回の周年調査により，広域調査を行なった7月には確認されなかった100種（大

型藻7種，湿生草本2種，湿生木本1種，陸生草本63種，陸生木本27種）を確認することができた。

これは長期間調査を行うことで，春季や秋季にのみ出現する種や，種同定の決め手になる花や果実の

形成時期が夏季以外である種を網羅することができ，加えて，攪乱後に形成された裸地などに出現す

る種や，多くの植物の地上部が枯死する冬季などに出現する小さく目立たない種も確認できたことが

影響している可能性がある。周年調査において10～12回確認された種は37種であり，4～9回確認さ

れた種は109種，1～3回確認された種は98種であった（Table 1）。出現時期が3 ヶ月以下と限定され

ている種が98種あったことは，限られた時期の調査では見落としてしまう種が多いことを示してい

る。調査の精度や種の同定能力も回数を重ねることにより向上していく可能性はあるものの，本研究

により限られた時期に広範囲に調査を行うよりも，狭い範囲でも周年調査を行う方が，確認種が多く

なることがあることが明らかになった。

　本研究で確認頻度が高かった大型藻（Table 1）のうち，カモジシオグサとスミレモ属 sp.は全ての

月で生育が確認された。新山（1986）は北海道の淡水産シオグサ属藻類を広く採集して詳細な観察を

行い，カモジシオグサが幅広い種内変異を内包するという見解を示した。相川においても，多くの枝
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を持ち，藻体下部と上部で細胞の直径が異なるカモジシオグサ（Fig.3a）と，ほとんど枝を持たず，

細胞の直径が20µm前後と細く，藻体下部と上部で細胞の直径がほとんど変わらないカモジシオグ

サ（Fig.3b）が同時期に同所的に確認されることがあった。護岸の垂直に近いコンクリート斜面で確

認されたスミレモ属（Fig.4i）は橙色をした気生藻であり，詳細な形態観察が困難なため sp.とした。

ネダシグサ属藻類は粒状の葉緑体が細胞の表面や内部に観られるもの（Fig.3d）と，葉緑体が隙間の

ある円筒状に観えるもの（Fig.3e）が確認された。サヤミドロ属やアオミドロ属藻類は主に成熟した

藻体や生殖細胞の形態などから種同定されている（廣瀬・山岸 1977ほか）。本研究では成熟藻体を観

察することはできなかったが，サヤミドロ属藻類は葉緑体の形態が異なる藻体がいくつか確認された

（Fig.4a-d）。今後，これらのより詳細な観察が必要と考えられた。イトシオグサは基部でのみ分枝し

（Fig.3c1），細胞の表面観は粒状の葉緑体が密に観察され，ピレノイドは細胞内部に見られた（Fig.3c2, 
c3）。護岸の水面付近に着生しており，調査期間を通して頻繁に確認されたことから多年生の可能性が

ある。著者の1人芹澤（松山）は本種をかつてシオグサ属の新種と考えていたが（松山ら 1998），Zhi-
Juan et al.（2014）がRhizoclonium pachydermumとした藻体と形態的特徴が一致することから，本種をR. 
pachydermumと同定した。しかしながら，R. pachydermumの原記載のスケッチは藻体の基部だけでな

く，上部でも分枝しており（Kjellman 1877），本種の特徴とは異なっているため，検討の余地はある

かもしれない。同様に高頻度で確認されたミゾジュズモも多年生と考えられ，葉緑体の形状はイトシ

オグサと類似していた（Fig.3f）。
　やや確認頻度が高かったトゲナシツルギ属 (Fig.3h)は流れ込みのある場所で確認された。アオミド

ロ属（Fig.4g）は細胞の直径，直径と長さの比が異なっていたり，リボン状の葉緑体の本数が異なっ

ている藻体が複数確認された。

　確認頻度が低かったアオミソウ属は夏季に，ヨツメモ属は秋季に，ヒビミドロ属，クレブソルミジ

ウム属，トリボネマ属は冬季に確認された。アオミソウ属藻類は世界中の淡水に広く生育している

が，Boedeker et al.（2012）は全てをPithophora roettleriに纏めている。しかしながら，アオミソウ属

4種の細胞学的研究を行ったVerma（1979）は染色体数において2種がn=24，2種がn=36であり，4種
の核型がそれぞれ異なることを示している。日本には中村（1976，1985）が示している様に複数種

のアオミソウ属が存在している可能性がある。本研究では属内の分類形質としてこれまで重要視さ

れてきたアキネート（休眠細胞）を持つ藻体が観察できなかったことから，アオミソウ属 sp.とした

（Fig.3g）。ヨツメモ属はやや色の濃い葉状藻に見えるが，細胞が4つずつ寄り添った群体であることが

確認された（Fig.4e）。クレブソルミジウム属藻類は水中，湿った土壌上や樹皮上に生育することが知

られているが（廣瀬・山岸 1977ほか），本研究では水が滲み出ている護岸で採集された。細胞内には

ヒビミドロ属 (Fig.3i)のように環帯状にはならない薄板状の葉緑体が確認された (Fig.4f)。トリボネマ

属（Fig.4h）は相川で確認された唯一の黄緑藻であった。

　これまでに山梨県内の止水域である千代田湖と水田域で生育が確認された大型藻（芹澤ら 2020，渡

邉ら 2017）と本研究において相川で確認された大型藻（Table 1）を比較すると，止水域に生育する車

軸藻は相川では確認されなかった。また，水田に生育するアオミソウ属やアミミドロ属は千代田湖と

水田域だけでなく，しばしば相川でも確認された（Fig.3g，j）。さらに，流水域に生育するカモジシオ

グサやミゾジュズモは相川だけでなく，千代田湖や水田域でも確認されている。止水域と流水域の間

を水流により移動した藻体は新たな生育地でも生存する場合があると考えられた。また，これまで著

者らが池などの止水域で確認していたイトシオグサが相川でも確認されことから，イトシオグサは流

水域でも生育していることが明らかとなった。
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Abstract
	 Field observations and samplings for macroalgae and aquatic, hygrophitic and terrestrial plants were 
conducted monthly from March 2019 to February 2020 at 517 m section from Ryuun Bridge to Aikawa Bridge 
in Aikawa River from the riverbed to the bank. Four environmental factors were also measured in each month 
at 6 sites apart from approximately 100 m by using a multiparameter water quality meter. A total of 244 species 
were confirmed from Aikawa River, of these, 14 were macroalgae, 9 were aquatic plants (emergent plants), 11 
were herbaceous hygrophytes, 6 were woody hygrophytes, 146 were herbaceous land plants, and 58 were woody 
land plants. There were 127 alien species, accounting for 52% of the confirmed species. Environmental factors 
showed remarkable seasonal changes, and site-to-site differences in specific months; water temperature ranged 
7.8-25.0˚C, electrical conductivity (corrected to 25˚C) ranged 120.2-342.6 µS/cm, salinity ranged 0.06-0.16 PSU, 
and turbidity ranged 0.42-11.74 FNU.
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Table 1.	List of macroalgae and aquatic, hygrophytic, and terrestrial plants found from Aikawa River by monthly survey from 
March 2019 to February 2020. Life form (LF) and frequency class (Fr) are also presented. Ma, macroalgae; Em, 
emergent plants; HH, herbaceous hygrophytes; WH, woody hygrophytes; HL, herbaceous land plants; WL, woody 
land plants; ◎ , checked 10-12 times; ○ , checked 4-9 times; +, checked 1-3 times. Asterisks with Japanese names 
indicate alien species and two asterisks with Japanese names are invasive alien organisms designated by Ministry of 
the Environment, Japan (2021).
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Table 1. (continued)
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Fig. 3.	Microscopic photographs of macroalgae from Aikawa River. a, Cladophora glomerata; b, Cladophora glomerata?; 
c1-c3, Rhizoclonium pachydermum; d1-d2, Rhizoclonium sp.1; e1-e2, Rhizoclonium sp.2; f1-f2, Basicladia okamurai; g, 
Pithophora sp.; h, Cloniophora sp.; i, Ulothrix sp.; j, Hydrodictyon sp. Surface views are c2, d1, e1, f1 and inner views 
are c3, d2, e2, f2.
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Fig. 4.	Microscopic photographs (a-h) of macroalgae, and field photographs (i) of macroalgae and survey members (j-k) from 
Aikawa River. a1-a2, Oedogonium sp.1; b1-b2, Oedogonium sp.2; c1-c2, Oedogonium sp.3; d, Oedogonium sp.4; e, Tet-
raspora sp.; f, Klebsormidium sp.; g, Spirogyra sp.; h, Tribonema sp.; i, Trentepohlia sp. Surface views are a1, b1, c1 
and inner views are a2, b2, c2. Candid photographs taken in April (j) and June (k).
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Fig. 5.	Field photographs of emergent plants from Aikawa River. a, Phalaris arundinacea; b, Phragmites australis; c, Phrag-
mites japonicus; d, Iris pseudacorus; e, Nasturtium officinale; f, Veronica anagallis-aquatica; g, Oenanthe javanica.
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Fig. 6.	Field photographs of emergent plants (a, b) and survey members (c-g) from Aikawa River. a, Typha latifolia; b, Juncus 
decipiens; g, environmental measurements. Candid photographs taken in August (c), October (d), December (e), Janu-
ary (f) and June (g).
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